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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，昨今のスマートフォンの急速な普及など，情報通信メディアの急速な発展
と普及，ソーシャルメディアサービスの急速な拡大をふまえ，情報倫理教育について，効果的な教材コンテンツ及び学
習・教育方法に関し，実践的に研究を行うことにある。情報化により生じた，また今後生じうる問題を意識した，能動
的学修を進める教材コンテンツの開発とともに，学習者の情報倫理に関する知識や意識と行動等を確認する調査を，国
際化をふまえ，韓国と中国の研究協力者とも連携し，授業時に，あるいは一般のWeb調査を用いて行い，効果的な教材
コンテンツ及び学習・教育方法に関する成果を得た。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research project is to study concretely both educational 
materials and methods for learning information ethics which are required in the recent situation of rapid 
popularization of multimedia and social-media by information and communications technology (ICT). We have 
developed educational materials for not only today's problems but also the future possibility and 
difficulty which are caused by developments of ICT. The materials are usable for active learning. We have 
performed investigations of both the knowledge and correlations between the awareness and the action for 
information ethics, which have been done in classes of university for students and in Web for ordinary 
persons. We have also performed international investigations in cooperation of researchers in Korea and 
China. We have obtained results of the effective educational materials and methods for learning 
information ethics.

研究分野：情報教育
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１．研究開始当初の背景 
近年，情報通信メディアの発展は目覚まし

く，スマートフォンなど，GPS 機能等を有し，
インターネットに接続するモバイルメディ
アの急速な普及とクラウドサービスの展開
とともに，ネット上で提供されるソーシャル
メディアサービスも急速に拡大している。コ
ミュニケーション病と言われるほど，情報発
信量が増え，つながりが拡大し，個人的情報
の可視化が進むとともに，ソーシャルメディ
アの社会的影響力が強まっている。その中で，
グローバル化による過度の集中化や社会の
過度の分極化などが懸念され，また，短寿命
の情報の増大と思考の外化が進むことで，思
考力等知的活動の減退等が危惧されている。
このような状況を分析し，情報社会の規範と
その形成について実践的に学ぶことが情報
倫理教育に求められる。 
本研究では，情報倫理を，専門職倫理や初

等中等教育における情報モラルより広く，情
報社会における規範とその形成として捉え
る。本研究グループの研究者は，これまで，
高等教育において求められる一般教育とし
ての情報倫理教育に必要な教材の開発を主
導してきた（参考文献②）。高等教育の一般
教育としての情報教育においては，情報に関
わる基礎的知識・技術の不足及び経験の不足
等，基礎学力及び経験にばらつきが大きいと
いう問題がある。また，当然のことながら，
道徳的成長・発達段階もばらついている。か
つて，コールバーグは，道徳性の発達につい
て分析し，道徳性は「認知能力」と「役割取
得能力（他者の立場に立って考察できる能
力）」とが結びついて発達するとし，発達段
階を，罰を避けるといった他律的な段階，自
己の利害関係で動く段階，他者に同調する段
階，法と秩序という社会的なシステムを考慮
する段階，そして，社会的契約と個人の権利
の両方を考慮に入れる段階という段階化を
している。情報倫理においても，同様の調
査・分析とともに，必要な教材・教育方法の
開発が求められる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，高等教育における情報倫

理教育に関し，効果的な教育・学習方法につ
いて実践的に研究することにある。 
情報化の状況をふまえつつ，情報社会にお

ける規範とその形成に関わる事象を広く対
象とし，情報倫理に関わる調査を広く行い，
学習者の情報倫理に関わる状態を把握する
とともに，これまでの研究成果をふまえ，仮
想的事例教材等を各種開発し，これを利用し
た授業等を行い，教育方法について実践的に
研究する。授業実践においては，問題意識と
話題の提供，その相互評価・自己評価を伴う
討論型教育といった能動的学修方法を取り
入れるようにし，学習効果を社会的文脈の中
で多角的に評価し，国際化にも対応する。 
 

３．研究の方法 
 本研究の目的は，次に示すように，大きく
三つのカテゴリに分けられる。それぞれの目
的に応じ，研究方法を列記する。 
 
(1) 学習者及び学習者集団に応じた情報倫

理教育の学習・教育方法の開発 
学習者及び学習者集団に応じた情報倫理

教育の学習・教育方法を検討するにあたり，
以下の観点から検討する。 
第一に，発達段階に関する観点である。例

えば，同じ教材を小学生と大学生に見せた場
合，その効果や影響は当然ながら異なる。更
には，同じ年代の学習者であっても，学習者
の基礎的知識や経験のばらつきや，道徳的成
長段階のばらつきがある。従って，当該学習
者集団の基礎的知識や発達段階等の測定が
不可欠である。本研究では，ウェブ調査や授
業実践における学習者調査を行うことで，学
習者の基礎知識や経験の判断，及び発達段階
等を判断し，これに応じた学習・教育方法を
検討する。 
第二に，文化的背景に関する観点である。

情報倫理は，他者との関係性によって判断が
分かれる事例も多く，個人の置かれた状況が
同じだとしても，当該学習者の選択や判断は，
学習者の周囲における情報環境や文化的背
景によって異なり得る。この場合，その異な
る選択や判断が発達段階そのものと直接関
係する保証はない。当該国の文化的背景や情
報環境といった状況が，どのように学習者の
判断や選択に関係し，また，発達段階の評価
にどのように影響しうるかを検討する。具体
的には，同一内容の調査を韓国と中国におけ
る研究協力者と連携して行い，日本と他国と
の状況の異同を分析する。 
第三に，個々の学習者における，モバイル

等情報メディアへの依存度合に関する観点
である。ここで依存としては，LINE のグルー
プ等，身近な集団における個の対応としての
必要性から生じた依存性か，ゲーム中毒のよ
うな直接的な関係性を持つことを想定しな
い仮想世界における依存なのかを区別し，依
存の有無と自己意識等についての調査を行
う。 
 
(2) 学習に必要な教材の開発と多言語化 
情報倫理教育に必要な教材として，本研究

グループの研究者が開発を主導してきた既
存ビデオ映像教材（参考文献②）を活用する
とともに，近年の情報社会の進展に合わせた
題材で既存ビデオ映像教材とは別の観点か
ら企画したものを新規開発していく必要が
ある。また，多言語化し，同一教材をグロー
バル社会で共通で用いるための方策も検討
する必要がある。このため，本研究では，ま
ずは，既存ビデオ映像教材のシナリオの多言
語化（英語，中国語，ハングル）を進める。
更に，ビデオ映像教材と同一のシナリオに基
づいているが，表現の多様性を持たせたマン



ガ教材（当該シナリオの二次的著作物）を新
規に開発し，この教材も同様に多言語化を進
める。 
以下の点を考慮した教材等，既存教材で不

足する教材の開発を進める。 
・ 情報通信技術の発展とこれによる社会

変化を意識し，近未来の技術と社会の可
能性と課題を考える教材 

・ 背景及び立場により解の異なる教材。例
えば，複数の登場人物の視点で，同じ問
題の状況を描いた複眼的なマンガ教材 

・ 文字情報で状況を確認させ，その上で，
意識を問う，調査・分析用教材 

新らたに開発するビデオ映像教材及びテ
キスト教材は，既存ビデオ映像教材（参考文
献②）とは異質の構成とする。既存ビデオ映
像教材が主として学生生活上での問題を取
り上げているのに対し，新らたに開発する教
材は，近未来を視野に入れた情報社会の基本
的問題を取り上げ，能動的学修対応とする。 
 
(3) 情報倫理に関する学習者の学習・発達段

階とその評価の指標の策定 
コールバーグの道徳性の発達の理論を参

考に，情報倫理における学習者の発達段階の
評価指標の策定について検討する。 
コールバーグは，道徳性が，「認知能力」

と「役割取得能力」とが，結びついて発達す
ると提言した。これを参考に，情報倫理にお
いて，情報メディア及びソーシャルメディア
等のメディア利用の具体例を想定し，情報通
信技術の知識，日常的倫理意識と行動，メデ
ィア利用の規範意識への学習者の反応等を
確認する評価指標の策定について検討する。
コールバーグの道徳的な発達段階の判断評
価と同様に，それぞれの具体的な問いに対す
る Yes/No そのもので発達段階が決まるわけ
ではなく，その理由がどのような根拠により
示されているかが段階評価に重要である。情
報倫理における評価指標は，当該学習者およ
び周囲の情報環境や文化的背景が異なる場
合，また，前提となる知識の有無により，学
習者の選択と判断が分かれ，異なる場合があ
る。また，情報社会の変化そのものを想定し
た上での判断を問う必要がある。情報社会は
変化が激しく，技術・知識の理解と意識・態
度・行動は，社会的文脈の中で考慮すること
なしには，発達段階を評価できない。 
 
４．研究成果 
(1)研究の主な成果 
①学習者の状況調査 
学習者に応じた情報倫理の学習・教育方法

を検討するために，学習者の基礎知識や情報
倫理意識と行動等を確認する調査を行った。 
初年次の大学生に対し，広く情報倫理に関

わる基礎知識の調査を行うとともに，情報社
会に関わる事例（不正著作，個人情報漏えい
等）を取り上げ，問題に取り組む意識につい
ても調査した。事例を既知とする割合は事例

によるが，センセーショナルな事例を別とし
て，既知と既知でないが回答するために調べ
た割合を加えたものは，事例によらず，ほぼ
一定で，指標となりうるという結果を得た。 
情報発信に関する情報処理推進機構の調

査報告（参考文献③）によると，インターネ
ット上に投稿経験がある利用者の中で，４，
５人に一人は，何らかの「悪意のある投稿」
を経験しているとされる。本研究における一
般対象のウェブ調査においても，同様の結果
を得ているが，「悪意のある投稿」に加え，
投稿内容を検証する投稿，確かな情報を提供
する投稿についても調査した。その結果，
個々の投稿内容をもって，投稿者の情報倫理
意識を一意的に特定するのは適当ではなく，
情報倫理意識を発達段階として捉える必要
があるという結果を得た。今後，継続的な調
査研究が必要である。 
大学生を対象とした調査をもとに，学習者

の知識・技術の取得状況と意識・行動に関す
る判断と理由付けとの関係性を分析し，論文
としてまとめた。日常的倫理意識は情報倫理
に強い影響を与えること，実用的なメディア
利用が多い人は情報倫理判断・行動が倫理的
であること，性差があり女性が男性よりも倫
理的であること，大学での授業経験が多いほ
ど，情報倫理判断・行動が倫理的であること
などが明らかになった（後述：発表論文⑤）。 
これらの結果をふまえ，更に大学生と親世

代を対象とした，情報倫理に関する学習経験
と内容等を把握するウェブ調査を行った。学
習経験は，当然のことながら，世代によって
異なる。著作権や肖像権といった比較的身近
な例で，大学生の場合は，その 6割は，学校
で学んだという結果であるが，親世代は，そ
れはなく，１，２割は職場で学んだとされる
が，あとは，学んだとして自学ということに
なる。例えば，著作権の引用に関する設問
（「既に公開された著作物を正当な範囲で引
用する場合は著作権者の許可を取る必要は
ない」に対し，Yes/No/わからない/の 3択式
設問）を行ったところ，大学生は男女とも，
半数程度の正解であったが，親世代では，正
答率が 3 割前後と低かった。大学生の正答率
も高くないが，急速に進む情報化で生じる情
報格差の問題があり，対策が必要である。 
異なる教材による差異，教材の提示の仕方

の差異による影響についても調査した。調査
した教材は，ビデオ映像教材とマンガ教材で
ある。提示の仕方としては，設問に関係する
事件の提示のみと，事件とその解説の提示と
いう二通りである（解説は，事件に伴う解説
であって，設問そのものの解説ではない）。
事件の提示のみであれば，ビデオ映像教材で
あるかマンガ教材であるかで，正解率に差は
ない。解説まで含むと，正解率は，大きく上
がる。このとき，ビデオ映像教材の方が優位
である。予想された自然な結果である。マン
ガ教材とビデオ映像教材との差は大きくは
なく，マンガ教材は，ビデオ映像教材に比べ



情報量は多くなく，また，学習者による加工
等も容易であり，多様な思考・発想を得るの
に適している。 
国際化の点では，後述の発表論文⑤と同様

の内容で，情報倫理の意識と行動調査を，中
国および韓国の研究者と連携して行った（後
述：参考文献①，発表論文③）。 
・ 韓国での調査結果（参考文献①） 

韓国では，インターネット上のサイバ
ー暴力が社会問題化しており，多くの青
少年がインターネット上で悪口や誹謗中
傷，虚偽情報の流布などの経験があり，
場合によっては相手を自殺等に追い込む
ことがある。発表論文⑤と同じ内容の調
査紙での調査を行い，分析の際には，非
暴力性，著作権，個人情報の観点から，
認知と行動の影響を調べ，本研究と同様
に，性差などの結果が出されている。 

・ 中国での調査結果（発表論文③） 
発表論文⑤と同様の内容の質問紙を使

い，中国の大学生に対して調査を行った
ところ，全般的に水準はまだ高くはなか
った。意識と行動の観点からは，行動が
意識より良い結果を示したことから，中
国においては，他者との関わりの中での
影響が高く，よい情報倫理環境の構築が
大切であることが示された。また，日本，
韓国と同様に，性差による影響が受けら
れた。 

国際化が進む中で情報倫理教育を推進して
いくためには，設問を共通化し，何が当該国
での問題であり，また何が問題となりうるか
を議論できるような環境を構築することが
重要であり，そのための基礎的研究となった。 
 
②教材等の開発 
 本研究では以下の教材及びツールを開発
した。 
・教材開発 
教材形式：ビデオ映像，マンガ，シナリオ  
 等 
教材タイプ：教材を,基礎知識把握型,発達
段階確認型,発達段階深化型に分けて検
討し,後者二つに関しては,ジレンマが
生ずる題材を含めた教材を開発した。ビ
デオ映像教材は，これまでの開発の経験
をふまえ，可視聴性等に留意し，マンガ
教材は，既存ビデオ映像教材（参考文献
②）と同一のシナリオに基づき，表現の
多様性を持たせたものも開発した。教材
形式を変えた際に，学習者の理解状況が
どのように変化するかを確認するため
に使用できる。また，状況の判断や理由
づけの差異が，教材タイプによって異な
るか否かを判断するために使用できる。 

教材内容（抜粋）：近未来を視野に入れた
情報社会の基本的問題を取り上げた能
動的学修対応の討議指向型のビデオ映
像教材とシナリオを開発した。以下，一
例を紹介する。 

(例１)情報発信，影響と責任 
少年時代の過ちに対し，法的には罪を

償ったものの，一般常識として，その罪
の償い方が不十分と思われる事例を取
り上げる。20 年といった時間経過後，そ
の過ちによってある家族が受けた被害
を紹介するテレビ番組が放送され，それ
を機に，かつての加害者が，ソーシャル
メディア上で不特定多数からバッシン
グされ，実生活で追い込まれる。このよ
うな行為はどこまで許されるのか考え
る教材である。ある事件をそれぞれの人
の立場に立ち，異なる側面から検討する
教材として開発した。テキスト教材及び
ビデオ映像教材として開発した。同様に，
一つの事件を，各人を主人公としてまと
めたマンガ教材を開発した。 

図 1：制作したビデオ映像教材例 
 
(例２)社会のスマート化，可能性と課題 

人工知能が，自動車の自動運転をはじ
め，人間の思考活動を自律的に支援する
近未来のスマートサービスの社会を想
定し，その利便性と課題について，自由
な討論を促す教材を開発した。人間の活
動をどこまで支援することを求め・許す
のか，人工知能医者，人工知能結婚相談
所，人工知能によるきめ細かいお勧め等，
近未来社会で起こりうる題材を取り上
げ，情報通信技術とそれが生み出す情報
社会の可能性と課題について考えるこ
とを求めるものである。 

 
・教材多言語化 

それぞれの教材について，国際化をふ
まえ，研究協力者である韓国，中国の学
習者が学ぶことができるように，多言語
化を進めた。ビデオ映像については主要
な教材を選び，字幕のためのシナリオの
翻訳と字幕化を進めた。 

・ツール開発 創作用エディタの開発 
インターネットを媒介した共同著作，

二次著作等の著作物の利用が進む中で求
められる著作権教育のためのツールを開
発した。マンガ等を対象とし，著作情報
をメタデータとして保持した原著作作物
を，新たな著作物の一部として取り入れ，
オリジナリティを加えて新しい著作物を
作成する方式を提案し，これを行うエデ
ィタを開発した。 



③情報倫理に関する学習者発達段階評価 
授業での，また，ウェブでの情報倫理に関

する調査をもとに，コールバーグの道徳性発
達理論をふまえ，発達段階の分類の可能性を
検討した。急速な情報通信技術とサービスの
進展をふまえ，情報倫理に関わる基礎知識評
価，情報倫理意識の評価について検討した。 
 
(2)得られた成果の国内外における位置づけ 
 本研究グループの研究者は，高等教育にお
ける情報倫理教育のための教材（参考文献
②）の開発を主導してきた。本研究成果は，
高等教育における情報倫理教育を新たな段
階に進めるものである。 
中国・韓国との研究連携の中で，各種教材

開発を行ってきており，本研究成果は必然的
に，国内だけではなく国外での関連研究を促
進し，調査研究の論文化（発表論文⑤，参考
文献①）等，共同研究を促進するものである。 
 
(3)インパクト 
本研究は，本研究で開発した教材等を利用

し，高等教育における情報倫理教育を新たな
段階に展開するインパクトを与えるもので
ある。情報倫理教育は，能動的学修が求めら
れるものであり，本研究で開発した教材も，
それように開発されており，能動的学修を推
進するものである。発表論文④は研究論文賞
を受賞している。 
 
(4)今後の展望 
本研究成果をもとに，新規開発したビデオ

映像教材等を利用し，大学の一般教育として，
情報倫理教育を推進し，効果評価・調査，教
材・教育方法の開発等を継続的に進める。 
本研究で新たに開発した二次著作物を扱

う創作用エディタの活用を進め，著作権教育
に必要な研究開発を展開する。 
本研究で開発した教材等は，高等学校教育，

生涯教育においても利用可能であり，連携を
図る。また，国際化に対応し，本研究も，当
初から国際協力のもと進めてきた。引き続き，
国際連携協力・共同研究を推進する。 
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